
　

全
国
ど
こ
で
も
、
患
者
さ
ん
が

自
分
の
カ
ル
テ
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の

実
現
の
た
め
、
政
府
の
次
世
代
医

療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
協
議
会
が
立
ち
上

げ
た
の
が
「
千
年
カ
ル
テ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。
ま
た
、収
集
、

蓄
積
さ
れ
た
医
療
情
報
の
２
次
利

用
に
よ
っ
て
、
医
療
の
質
向
上
を

図
る
の
も
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大

き
な
目
標
だ
。

　

千
年
カ
ル
テ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｈ
Ｒ

（
医
療
情
報
連

携
基
盤
）
の
日

本
で
の
取
り
組

み
は
古
く
、
１

９
９
５
年
の
医

療
情
報
共
通
規
格
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
。
そ
の
後
、
熊
本
県
や
宮
崎

県
で
、
具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り

が
始
ま
り
、
東
京
都
や
京
都
府
へ

と
拡
大
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
医
療
情
報
管
理
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
た
の
を
機
に
２
０
１
５

年
、
こ
れ
ら
先
例
を
引
き
継
い
だ

の
が
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。ま
た
、

同
年
９
月
に
は
、
日
本
医
療
研
究

開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
の
採
択

事
業
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

電
子
カ
ル
テ
の
実
現
に
は
、
次

の
３
課
題
の
解
決
が
必
要
だ
。
１

つ
目
は
「
デ
ー
タ
の
所
在
」
の
明

確
化
。
１
人
の
患
者
さ
ん
の
複
数

の
カ
ル
テ
の
全
て
の
所
在
が
わ
か

ら
な
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
は
機
能

し
な
い
。
２
つ
目
は
「
デ
ー
タ
の

互
換
性
」
で
あ
る
。
電
子
カ
ル
テ

の
異
な
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
混
在

と
い
う
障
壁
を
取
り
除
く
。
３
つ

目
が
「
ア
ク
セ
ス
制
御
」
だ
。
個

人
情
報
を
扱
う
の
で
、
閲
覧
可
能

な
人
を
シ
ス
テ
ム
が
識
別
す
る
仕

組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。例
え
ば
、

患
者
さ
ん
が
特
定
の
医
療
機
関
に

つ
い
て
拒
否
す
れ
ば
、そ
こ
に
は
、

診
療
デ
ー
タ
は
提
供
さ
れ
な
い
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
医
療

機
関
や
患
者
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
、
ゼ
ロ
次
利
用
か
ら
２
次
利
用

ま
で
の
ラ
ン
ク
で
分
類
す
る
。
ゼ

ロ
次
利
用
と
は
、
電
子
カ
ル
テ
な

ど
の
医
療
情
報
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
災
害
時
な
ど
へ
の
備
え
と
す

る
利
用
法
だ
。

　

１
次
利
用
は
患
者
さ
ん
自
身
や

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
デ
ー
タ
閲

覧
を
い
う
。
こ
れ
で
複
数
の
医
療

機
関
で
の
デ
ー
タ
共
有
が
可
能
に

な
り
、
医
療
機
関
が
連
携
し
た
治

療
が
進
む
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
こ
れ
ら
デ
ー
タ
を
利
活

用
し
た
診
療
支
援
を
１
・
５
次
利

用
と
位
置
づ
け
る
。
例
え
ば
、
複

数
の
機
関
で
作
成
さ
れ
た
医
療
デ

ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が
分
析
し
、
今
後
の

疾
病
を
予
測
す
る
こ
と
な
ど
が
、

こ
れ
に
当
た
る
。

　

集
め
ら
れ
た
医
療
情
報
を
集
約

し
、
医
療
の
質
向
上
や
医
薬
品
の

研
究
開
発
な
ど
に
つ
な
げ
る
の
が

２
次
利
用
で
あ
る
。
従
来
、
法
的

制
約
に
よ
っ
て
困
難
な
面
が
多
か

っ
た
が
、
18
年
５
月
に
予
定
さ
れ

る
「
次
世
代
医

療
基
盤
法
」
施

行
に
よ
り
、
こ

の
２
次
利
用
が

大
き
く
進
展
す

る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
患
者
さ
ん

の
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
と
各
薬
剤

の
使
用
状
況
、
奏
効
率
な
ど
の
分

析
・
比
較
で
、
よ
り
効
果
的
な
医

薬
品
の
投
与
が
実
現
す
る
は
ず

だ
。

　

現
在
、
千
年
カ
ル
テ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
医
療
機
関

は
約
70
に
と
ど
ま
る
が
、
来
年
度

は
さ
ら
に
増
や
し
、
患
者
さ
ん
の

利
便
性
向
上
と
、
医
療
の
質
向
上

や
医
薬
品
の
研
究
開
発
促
進
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
。

広　　告

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化
し
た
医
療
情
報
の
徹
底
活
用

〜
千
年
カ
ル
テ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

http://www.jpma.or.jp/
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次
世
代
医
療
基
盤
法
（
医
療
分

野
の
研
究
開
発
に
資
す
る
た
め
の

匿
名
加
工
医
療
情
報
に
関
す
る
法

律
）
が
今
年
５
月
、施
行
予
定
だ
。

　

医
療
情
報
の
利
活
用
に
は
、
い

く
つ
か
の
課
題
が
横
た
わ
る
。
１

つ
は
、
医
療
行
為
の
実
施
結
果
に

関
す
る
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
だ
。
こ
れ
は
診
療

報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
な
ど

で
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
一
定
程
度

進
ん
で
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ

る
。

　

ま
た
、
多
数
の
医
療
機
関
や
保

険
者
が
あ
る
中
で
、
医
療
情
報
が

分
散
し
、
統
合
し
た
利
活
用
が
難

し
い
こ
と
、
さ
ら
に
改
正
個
人
情

報
保
護
法
に
よ
っ
て
、
病
歴
等
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
保
護
と
利

活
用
の
両
面
か
ら
大
き
な
改
正
が

行
わ
れ
た
こ
と
へ
の
対
応
も
必
要

で
あ
る
。
次
世
代
医
療
基
盤
法
で

は
医
療
情
報
の
確
実
な
匿
名
加
工

で
患
者
さ
ん
の
個
人
特
定
を
防

ぎ
、
医
療
・
研
究
機
関
に
よ
る
デ

ー
タ
利
活
用
を
容
易
に
す
る
。

　

同
法
の
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
は
、

認
定
匿
名
加
工
医
療
情
報
作
成
事

業
者
（
認
定
事
業
者
）
の
仕
組
み

だ
。
医
療
機
関
が
保
有
す
る
検
査

値
な
ど
の
医
療
情
報
を
匿
名
加
工

し
て
研
究
機
関
に
提
供
す
る
こ
と

は
、
現
在
で
も
法
律
上
可
能
で
あ

医
療
機
関
ご
と
の
匿
名
化
で
は
、

病
院
と
診
療
所
、
医
科
と
歯
科
と

い
っ
た
横
断
的
な
デ
ー
タ
の
利
活

用
が
難
し
い
。
そ
こ
で
、
安
全
・

安
心
に
医
療
情
報
を
収
集
し
、
確

実
に
匿
名
加
工
す
る
能
力
を
持
つ

事
業
者
を
国
が
認
定
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
収
集
が
目
的
で
は
な
く
、
利

活
用
に
よ
っ
て
新
た
な
治
療
法
と

い
っ
た
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
に

あ
る
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

て
画
像
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
医
師

の
診
療
を
支
援
す
る
ソ
フ
ト
の
開

発
、
あ
る
い
は
医
薬
品
の
投
与
情

報
を
集
め
、
ど
う
い
う
患
者
さ
ん

に
は
、
ど
の
医
薬
品
が
効
果
的
か

と
い
っ
た
検
証
が
行
え
る
。
産
学

官
様
々
な
研
究
主
体
に
よ
る
利
活

用
を
期
待
し
て
い
る
。

る
。
た
だ
、
医
療
機
関
は
匿
名
加

工
の
専
門
家
で
は
な
い
。
ま
た
、

次
世
代
医
療
基
盤
法
の
狙
い
と
そ
の
先
の
未
来
像

パ
ネ
リ
ス
ト
講
演
２
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匿名加工の専門事業者を認定
医療データの利活用を推進

診
療
か
ら
医
薬
品
開
発
ま
で

電
子
カ
ル
テ
が
医
療
を
変
え
る

　

日
本
初
の
産
学
連
携
全
国
が
ん

ゲ
ノ
ム
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
「
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
│
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
約
２

５
０
の
医
療
機
関
と
16
の
製
薬
会

社
が
参
画
。
ア
カ
デ
ミ
ア
と
臨
床

現
場
、産
業
界
の
連
携
に
よ
っ
て
、

が
ん
の
原
因
で
あ
る
遺
伝
子
異
常

に
合
致
し
た
治
療
法
や
診
断
薬
の

開
発
を
進
め
る
。

　

現
在
、
42
の
新
薬
開
発
治
験
が

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
利
活
用
。
う
ち
30
が
企

業
に
よ
る
治
験
、
12
が
医
師
主
導

治
験
と
な
っ
て
い
る
。

　

結
果
も
す
で
に
出
始
め
た
。
11

の
薬
剤
が
す
で
に
治
験
を
終
え
、

２
剤
が
厚
生
労
働
省
の
製
造
販
売

承
認
を
取
得
、
１
剤
が
申
請
検
討

中
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
研
究
開
発
の
基
盤
と
な

る
の
が
、
臨
床
・
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ

だ
が
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
８

０
０
０
例
を
超
え
る
情
報
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
登
録
。
各
種
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠

し
、
産
学
で
の
情
報
共
有
を
行
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
全
国
規
模
で

の
仕
組
み
は
世
界
で
も
珍
し
く
、

日
本
の
創
薬
の
相
対
的
優
位
性
に

貢
献
し
て
い
る
。

　

一
方
、
デ
ー
タ
を
国
際
標
準
で

あ
る
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
へ
と
対
応
さ
せ

る
動
き
も
活
発
だ
。
こ
う
し
た
努

力
が
今
後
、
ゲ
ノ
ム
臨
床
情
報
で

日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
布
石

に
な
る
と
思
う
。ま
た
、患
者
レ
ジ

ス
ト
リ
（
属
性
・
症
状
な
ど
の
登

録
）
を
自
動
収
集
す
る
仕
組
み
作

り
も
同
時
並
行
で
進
め
て
い
る
。

　

一
方
、
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
が
、試
験
開
始
の
時
点
か
ら
、

将
来
へ
と
向
か
っ
て
情
報
を
集
め

る
「
前
向
き
研
究
」
に
よ
る
疾
患

登
録
シ
ス
テ
ム
（
患
者
レ
ジ
ス
ト

リ
）
の
構
築
だ
。
同
シ
ス
テ
ム
で

希
少
が
ん
な
ど
の
臨
床
ゲ
ノ
ム
情

報
を
蓄
え
、
治
験
比
較
対
照
群
の

デ
ー
タ
を
作
成
す
る
。
こ
れ
が
今

後
、
が
ん
新
薬
の
承
認
審
査
に
と

っ
て
、
大
い
に
役
立
つ
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

が
ん
新
薬
承
認
審
査
に
資
す
る
レ
ジ
ス
ト
リ
の
構
築
：

Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｍ-

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
で
の
取
り
組
み

パ
ネ
リ
ス
ト
講
演
１

開
会
挨
拶
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立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
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全国規模のデータベースが
創薬に優位性をもたらす

　

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
新
薬
開

発
に
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
、
患

者
さ
ん
ご
と
へ
の
最
適
な
医
薬
品

の
提
供
を
実
現
す
る
│
│
。

　

製
薬
協
は
「
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
５
」
で
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利

活
用
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。
実

際
、
研
究
、
開
発
、
市
販
後
調
査
、

医
療
提
供
者
へ
の
医
薬
品
情
報
提

供
な
ど
、
製
薬
産
業
が
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
を
利
活
用
す
る
分
野
は
幅
広

い
。

　

例
え
ば
、
研
究
開
発
段
階
で
は

東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク

機
構
が
持
つ
「
複
合
バ
イ
オ
バ
ン

ク
」
の
創
薬
研
究
へ
の
活
用
、
あ

る
い
は
疾
患
レ
ジ
ス
ト
リ
研
究
の

成
果
を
治
療
や
新
薬
開
発
に
活
用

す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
市
販
後
の
安
全
性
情
報
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
医
薬
品
医
療
機
器

総
合
機
構
が
構
築
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｄ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活

用
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
レ

セ
プ
ト
や
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
な

ど
、
実
診
療
行
為
に
基
づ
く
「
リ

ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
」
か
ら
、

最
適
な
薬
剤
の
使
用
を
検
討
す
る

と
い
っ
た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
る
。

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
推

進
す
る
に
は
、
次
の
３
つ
の
環
境

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
不
可
欠
だ
。

　

第
１
は
患
者
さ
ん
や
医
療
現

場
、
ア
カ
デ
ミ
ア
、
製
薬
企
業
な

ど
を
含
め
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
で
あ
る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
医

療
現
場
で
の
１
次
利
用
、
１
・
５

次
利
用
が
進
め
ば
、
２
次
利
用
の

た
め
の
環
境
が
自
ず
と
整
備
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
第
２
は
患
者
レ
ジ
ス

ト
リ
や
バ
イ
オ
バ
ン
ク
、
匿
名
加

工
の
認
定
事
業
者
な
ど
の
基
盤
整

備
だ
。
第
３
は
円
滑
な
利
活
用
を

実
現
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や
法
規

制
の
整
備
で
あ
る
。

　

製
薬
企
業
は
患
者
さ
ん
か
ら
直

接
、
医
療
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
あ
く
ま
で
２
次
利
用

を
お
願
い
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
に
産
学
官
連
携
に
よ
る
疾

患
研
究
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
な
ど
の
基
盤

整
備
に
は
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
。

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
さ
ら
な
る
利
活
用

〜
患
者
さ
ん
や
国
民
に
新
た
な
価
値
を
も
た
ら
す
た
め
に
〜

パ
ネ
リ
ス
ト
講
演
３

日
本
製
薬
工
業
協
会

会
長

畑
中 

好
彦
氏

研究、開発、市販後調査
データの利活用は幅広い

　ICT（情報通信技術）やＡＩ（人工知能）、ビッグデータなど、多様な先
端技術の革新的進展が健康・医療関連産業に大きなパラダイムシフトをも
たらそうとしている。第 30回製薬協政策セミナーでは、医療ビッグデー
タにスポットを当て、その利活用について討議した。個人情報を守りなが
ら、そのデータを広く医療や健康寿命の延伸に生かすには、どういう方策
が効果的なのか。活発な議論が展開された。

革新的医薬品を創出
~医療ビッグデータの利活用の推進～ 第　回30

政
策
セ
ミ
ナ
ー

製
薬
協

く
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
と
医
薬
品

の
世
界
。事
情
は
全
く
異
な
る
が
、

デ
ー
タ
を
い
か
に
成
果
へ
結
び
つ

け
る
か
と
い
う
点
で
は
共
通
だ
。

製
薬
産
業
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
ど

う
活
用
で
き
る
の
か
。
そ
の
実
現

に
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
。
本
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
そ
こ
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

例
に
漏
れ
な
い
。
い
か
に
デ
ー
タ

を
蓄
積
・
分
析
し
、
そ
れ
を
最
良

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
結
び
つ
け

る
か
。
そ
こ
が
勝
利
の
鍵
だ
と
聞

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
業

界
の
種
類
を
問
わ
ず
、
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
も
、
そ
の
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